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日の出町立学校 

「教育の情報化」の推進に向けて 

 

 

日の出町教育委員会 

令和２年 １１月 



1 

 

  

  

はじめに 

 今日の社会は、生活のあらゆる場面で ICT を活用することが当たり前の世の中となって

いる。さらに、人工知能（AI）、ビックデータ、IoT（Internet of Things）、ロボティクス

等の先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられ、社会の在り方そのもの

が劇的に変わる「Society5.0」時代の到来が予想されている。 

 このような時代において次代を切り拓く子供たちには、情報活用能力をはじめ、言語能力

や数学的思考力など、これからの時代を生きていく上で基盤となる資質・能力を確実に育成

していく必要があり、そのためにも ICT 等を活用して「公正に個別最適化された学び」や学

校における働き方改革を実現していくことが不可欠である。 

 学習指導要領（平成２９年告示）においては、初めて「情報活用能力」を学習の基盤とな

る資質・能力と位置付け、教科横断的にその育成を図ることとしており、情報教育や教科等

の指導における ICT 活用など、教育の情報化に関わる内容の一層の充実が図られた。また、

町立学校において、令和２年には GIGA スクール構想に基づく１人１台の端末が配備され

るとともに、令和３年度からは校務支援システムが導入される。 

 このような状況の下、日の出町教育委員会として町立学校における教育の情報化が一層進

展するよう、教師による指導をはじめ、学校経営等の指針を示すため本紙を作成した。 

 

基本的な考え方 

「教育の情報化」とは、情報通信技術の、時間的・空間的制約を超える、双方向性を有す

る、カスタマイズを容易にするといった特長を生かして、教育の質の向上を目指すものであ

る。また、ICT 環境の整備・運用は手段であって目的ではなく、各校の実態及び児童生徒の

状況に即して、教師及び児童生徒に過度な負担をかけることなく運用してくことが重要であ

る。 

「教育の情報化」においては、具体的に次の３つの視点から推進し、町立学校におけるさ

らなる教育の質の向上を図る。 

 

 

 

 

１ 情報活用能力の育成 

 

２ 教科指導等における ICT 活用 

 

 

３ 校務の情報化 

 

児童生徒１人１台端末 等 

各クラス１台端末 

統合型校務支援システム 等 

GIGA スクール構想に 
基づく環境整備 

「教育の情報化」の推進 
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「出典：リーフレット『GIGA スクール構想の実現へ』」（文部科学省 HP） 
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日の出町立学校「児童生徒１人１台端末」の活用例 

難易度 新型コロナウイルス対応 授業・家庭等での活用 必要な指導 

第３段階 

つながる 

○双方向型アプリケーションを活用した

健康観察、面談等 

○（※1 教員作成の授業動画、授業のライブ配信） 

（※1 教材、宿題の配信、学校 HP への掲載） 

○家庭学習で使用する URL の送信  

○資料、レポート、作品の共同作成 

○双方向型アプリケーションを活

用した社会とのつながり 

○不登校児童生徒等への支援 

 メール、オンライン面談等 

○クラウドの利用、操作 

○メール操作 

○ダウンロード操作 

○動画配信サービスの利用方法 

第２段階 

いかす 

○e ライブラリの活用 

 教材利用、メール機能の利用（中） 

○インターネットにあるコンテンツを活

用した学習・宿題等 

☆臨時休業下において、Wi-Fi 環境のない、

操作に不安がある児童生徒については、個

別登校等により学習支援を行う。 

○国内外における資料の加工 

○文章作成ソフト、プレゼンソフ

トの利用 

○家庭学習での活用（繰り返し、補完） 

 ・調べ学習、資料の作成等 

 ・e ライブラリ等の活用 

○基本的なキーボード入力 

○文章作成ソフト、プレゼンソ

フトの操作、記録の保存、読み

込み 

○アプリケーションへのログイ

ン、ログアウト 

○指定されたアドレスへのアク

セス 

 

第１段階 

見る 

○教材プリントの作成・配布 ○検索サイトを活用した調べ学習 

○拡大提示 

○教科書 QR コード等の利用 

○写真・動画の撮影、再生 

○基礎的な端末の操作 

○ブラウザの操作 

○情報モラル 

○写真、動画の撮影、再生の方法 

 ※各段階の対象（第１段階 小学校低中学年  第２段階 小学校高学年  第３段階 小学校高学年～中学生） 

「児童生徒１人１台端末」の段階的運用（例） 

 

 

 

 

 

 ※1 令和４年度以降、「授業目的公衆送信補償金制度」を活用した動画配信、教材配信等の実施について検討する。
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【令和２年度】導入期Ⅰ 

・適宜端末を操作する時間を設定し、

端末に慣れさせる。 

・端末の保管、持ち帰りルールの作成 

 

【令和３年度】導入期Ⅱ 

・動画配信、教材配信はしない 

・既存のコンテンツ等を活用する。 

・小学校低中学年は１段階、高学年～

中学生は第２段階を目指す 

【令和４年度】導入期Ⅲ 

・※１動画配信、教材配信検討 

・既存のコンテンツ等を活用する。 

・小学校低中学年は１段階、高学年は第２

段階、中学生は第３段階を目指す 
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 「情報活用能力」は、世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、情報及び情

報技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりして

いくために必要な資質・能力である。より具体的に捉えれば、学習活動において必要に応じ

てコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較したり、得ら

れた情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有したりといったことが

できる力であり、さらに、このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の基本的

操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル等に関する資質能力を含むものである。 

「教育の情報化の手引き―追補版―文部科学省（令和２年６月）抜粋」 

１ 情報活用能力の体系的な整理 

（１）情報活用能力の例示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）情報活用能力育成のための想定される学習内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「出典：教育の情報化の手引き―追補版―文部科学省（令和２年６月）」 

Ⅰ 情報活用能力の育成 

情報活用能力の育成におい

ては、総合的な学習の時間、

道徳科、各教科等の学習内容

と関連付けて、計画的に指導

を行う。 

→総合的な学習の時間、道徳

科、各教科等の授業カウン

トで実施する。 

情報活用能力に関する

具体的な指導内容につい

ては、別添「情報活用能

力体系表例（IE-School に

おける指導計画を基にス

テップ別に整理したも

の）」（平成 30 年度版）を

参考に、学校の実態に即

して内容を選択して計画

する。 
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２ プログラミング教育について「情報教育の推進に向けて（東京都教育委員会 令和２年３月）抜粋」 

 今回の学習指導要領改訂により、発達の段階に応じて「プログラミング的思考」等の育成

を含むプログラミング教育が、小学校では令和２年度から、中学校では令和３年度から全面

実施となる。小学校学習指導要領では、プログラミングを体験させながら、教科等の学習内

容と関連付けてプログラミング教育を行うことが示され、中学校学習指導要領では、技術・

家庭（技術分野）において、プログラミング教育に関する内容の充実が図られることとされ

ている。 

＜各学校段階におけるプログラミング教育で育むべき資質・能力＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆プログラミング的思考とは「情報教育の推進に向けて（東京都教育委員会 令和２年３月）抜粋」 

  自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組合せが必要であり、

一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらいいのか、記号の組合せ

をどのように改善していけば、より意図した活動に近づくのか、といったことを論理的

に考えていく力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…等   

 

「出展：文部科学省「小学校プログラミング教育の手引き（第二版）」平成 30 年 11 月」 

【知識及び技能】 

（小） 身近な生活でコンピュータが活用されていることや、問題の解決には必要な手順がある

ことに気付くこと 

（中） 社会生活におけるコンピュータの役割や影響を理解するとともに、簡単なプログラムを

作成できるようにすること 

【思考力・判断力・表現力等】 

    発達の段階に即して、「プログラミング的思考」を育成すること 

【学びに向かう力、人間性等】 

   発達の段階に即して、コンピュータの働きを、よりよい人生や社会づくりに生かそうとす

る態度を涵養すること 

【コンピュータを動作させる場面での例】 
① コンピュータにどのような動きをさせたいのか、自らの意図を明確にする。 

② コンピュータにどのような動きをどのような順序で実行させればよいのかを考える。 

③ 一つ一つの動きに対応する命令（記号）が必要であることを理解し、コンピュータが理解できる命令

（記号）に置き換える。 

④ これらの命令（記号）をどのように組み合わせれば、自分が考える動作を実現できるかを考える。 

⑤ その命令（記号）の組合せをどのように改善すれば、自分が考える動作にさらに近づくのかを試行錯 

誤しながら考える。 

組合せ 

順序 

細分化 

分岐 
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１ 学習指導要領における位置付け 

 

 

 

 

情報活用能力は学習の基盤となる資質・能力であり、各教科等の特質を生かし教科等横

断的な視点から育成するものである。これを確実に育んでいくためには、各教科等の特質

に応じて適切な学習場面で育成を図ることが重要であるとともに、そうして育まれた情報

活用能力を発揮させることにより、各教科等における主体的・対話的で深い学びへとつな

がっていくことが一層期待されるものである。 

加えて、人々のあらゆる活動に今後一層浸透していく情報技術を、児童が手段として学

習や日常生活に活用できるようにするため、各教科等においてこれらを適切に活用した学

習活動の充実を図ることとしている。 

なお、単に ICT 機器を指導に取り入れれば、情報活用能力が育成されたり、教科等の指

導が充実したりするわけではないということに留意する必要がある。各教科等の資質や

ICT を活用する利点などを踏まえて、ICT を活用する場面と活用しない場面を効果的に組

み合わせることが重要である。 

「教育の情報化の手引き―追補版―文部科学省（令和２年６月）抜粋」 

 

２ 学校における ICT を活用した学習場面（参考） 

 

 

                                ICT を活用した 

                                   学習支援例 

「板書の撮影」 

 

 

 

 

 

 

 

「出典：教育の情報化の手引き―追補版―文部科学省（令和２年６月）」 

 

 

 

Ⅱ 教科指導等における ICT 活用 

【小・中学校学習指導要領総則】 

 情報活用能力の育成を図るため、各学校において、コンピュータや情報通信ネットワーク

などの情報手段を活用するために必要な環境を整え、これらを適切に活用した学習活動の充

実を図ること 
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３ ICT 活用指導力の向上 

 ICT 活用指導力の向上を図るためには、日常の教科等の指導において、ICT を効果的に

活用する教育方法の習得に取り組む必要がある。そして、全ての教師がこのような教育方

法を習得していくためには、各学校の校内研修等を通じて浸透させていくことが重要であ

る。 

 各校においては、「情報教育担当」等のリーダーシップにより、ICT を十分に活用でき

ない教師等に対して積極的に活用を働きかけるとともに、OJT 等を通じて ICT の操作方

法、効果的な活用について指導・助言していくことが考えられる。また、ICT 支援員によ

る授業支援や、ICT 操作・活用等に関する校内研修等を実施していくことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上記のチェックリストにおいて、「あまりできない」「ほとんどできない」と回答した教師に

対して、ICT に関する OJT や研修の実施、ICT 支援員による支援等を通じて、ICT 活用指

導力の向上を図ること。 
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４ ICT 活用における配慮 「教育の情報化の手引き―追補版―文部科学省（令和２年６月）抜粋」 

暗いところや極端に明るいところで大型提示装置や学習者用コンピュータの画面を見る

と、目の疲労を早め、円滑な授業の実施に支障を来す可能性があるため、カーテン等により

画面への映り込みを防止するなどの工夫が必要である。 

 

 

 教科書やノートに加えて学習者用

コンピュータを使って授業を行う場

合、机の面積が狭いために児童生徒

が無理な体勢で作業を行うことがあ

る。授業の進行に合わせて、使わない

教材等を随時片付け、机の広さを確

保するとともに、姿勢に関する指導

を行う。 

 

５ 日の出町における ICT を活用した学習を支援するための事業計画 

（１）ICT 支援員の派遣（各校月２回） 

（２）児童生徒１人１台端末の整備（タブレット型 PC） 

   ○dynabook  OS:windows10  

（３）学習 PC に搭載する主なクラウドサービス、アプリケーション等 

   ○ラインズ e ライブラリ ○windows365 ○Microsoft Teams 

（４）学校における通信環境の整備 

   ○インターネットにおける使用契約の変更（通信速度 200Mbps から１Gbps に）  

（５）ICT 教室環境整備（プロジェクター等の整備）※令和３年度以降順次 予定 
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１ 校務の情報化の目的 

【週当たりの在校時間が 60 時間以上の教員の割合】 

日の出町 

小学校 中学校 

30.0％ 23.0％ 

【「日の出町立学校における働き方改革推進プラン」日の出町立学校教職員勤務実態調査〈平成 30(2018)年 10 月実施〉より】 

  

校務の情報化の目的は、効率的な校務処理による業務時間の削減、ならびに教育活動の質

を向上させることにある。平成３１年１月「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・

運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策について（答申）」

が取りまとめられ、その中でも、勤務時間管理や業務改善・効率化への支援として、統合型

校務支援システム（以下、同システムという。）の導入の必要性が示された。 

日の出町では、教職員勤務実態調査で明らかになった教師の長時間勤務の状況を踏まえ、

「教員一人一人が心身の健康を維持しながら、教育活動に誇りとやりがいをもって意欲的に

取り組むことができる環境づくりを進めることにより、日の出町立学校における教育の質の

維持向上を図る」ことを目的とし、「日の出町立学校における働き方改革推進プラン（平成

３１年３月）」（以下、同プランという。）を策定するとともに、同プランにおいて業務改善

推進実施計画に統合型校務支援システムの導入を位置付け、令和３年度から統合型校務支援

システムの運用を開始することとした。 

 同システムを導入することで、これまで「手書き」「手作業」で行っていた業務を、シス

テムを活用して行うこと

ができるようになり、業

務の効率化・負担軽減を

図ることができる。 

また、学校や学級経営

に必要な情報や児童生徒

についての情報を一元管

理し、共有することが可

能となり、結果として教

師が児童生徒と向き合う

ことができる時間を確保

し、「教育の質的向上」に

つなげることができる。 

「出典：『統合型校務支援システム導入の効果（例）』教育の情報化の手引き―追補版―文部科学省（令和２年６月）」 

Ⅲ 校務の情報化 


